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教職科目「特別活動論」におけるアクティブ・ラーニングの実践研究
－演習を通して－

Practical study of active learning in the teaching profession “Special Activity Theory”
－ Through exercises－

法政大学兼任講師　田神　仁

０　概　要

　2019年度洗足学園音楽大学教職課程年報に「大学
におけるアクティブ・ラーニングの実践研究　―授業
実践を通した成果と課題―」という研究主題で論文＊ 1

を掲載していただいた。その研究成果を踏まえ，2020

年度は法政大学教職課程年報に「オンライン授業のよ
さを生かしたアクティブ・ラーニングの実践研究－
zoomによるグループワークを通して－」という研究
主題で，オンライン授業におけるアクティブ・ラーニ
ングに関する実践研究を発表させていただいた。今年
度（2022年度）は，幸いなことに法政大学で教職科
目「特別活動論」を初めて担当する機会を得た。そこで，
「特別活動論」の授業において実践できるアクティブ・
ラーニングとはどのようなものかについて授業実践を
通して検証した。言うまでもなく特別活動は，「学級
（ホームルーム）活動」「学校行事」「生徒会活動」か
ら構成されている。私は，学生が担任や生徒指導部な
どいろいろな立場に立った時に直面する様々なトラブ
ルやその対応について学生が演習を通して疑似体験す
れば，将来教員になったときに自信をもって解決でき
るのではないかと考えた。また，大学の授業は，とも
すれば特別活動の歴史や学習指導要領等に関する説明
が多くなりがちであると聞く。これからの学校教育に
おいては，主体的・対話的で深い学び，つまり，アク
ティブ・ラーニングの実施が強く求められている。将
来教員になる学生が大学でアクティブ・ラーニングを
体験していなければ，中学校や高等学校の授業で主体
的・対話的で深い学びを実践できるはずがない。私は，
演習を重視した授業を行うことで，特別活動における
教員としての実践的な指導力の育成を図った。演習を
中心とし，授業者はファシリテータに徹するという点
で本研究及び実践は新しいのではないかと考える。

１　研究主題設定理由

　依然としてコロナ禍ではあるが，2020年度の小学
校から新しい学習指導要領が実施され，今年度からい
よいよ高等学校でも実施された。その主たるねらい

は，これからの持続可能な社会を創造する人材育成で
ある。具体的には，知識・技能，思考力・判断力・表
現力，学びに向かう力・人間性等の確かな学力をはじ
めとする知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」
の育成である。そして，それらの実現のために「主体
的・対話的で深い学び」が極めて強く求められている。
これに先立つこと 8年前，平成 24（2012）年８月中
央教育審議会答申＊ 2「４．求められる学士課程教育の
質的転換（学士課程教育の質的転換）」が出され，大
学のアクティブ・ラーニングへの授業改善が強く叫ば
れた。その 5年後文科省は学習指導要領の改訂を行う
が，改訂に先立つパブリックコメントを求める際に「ア
クティブ・ラーニング」という単語を用いたため，文
科省の趣旨と異なる部分で大学を中心に議論が持ち上
がってしまった。そのため，文科省は以後，学習指導
要領においては「アクティブ・ラーニング」ではなく「主
体的・対話的で深い学び」を用いるようになった。し
たがって，学習指導要領の趣旨を踏まえれば，この 2

つの単語は同意と考えてよい。ただ，本研究は大学に
おける実践研究なので「アクティブ・ラーニング」を
用いることにした。
　筆者自身の大学生時代を振り返ってみても，大学の
講義の大半は教員が一方的に説明する形式であった。
教員によっては板書さえも行われなかった。当時は中
学校や高等学校の授業も，大学ほどではないにしても，
いわゆる講義形式が多かった。そこで，平成 28（2016）
年 12月 21日に出された中央教育審議会答申では，こ
れからの持続可能な社会を創造できる人材の育成を目
指し，そのために必要な資質・能力を育成するべく，
生徒の学び方を「アクティブ・ラーニング（主体的・
対話的で深い学び）」に変えることが強く求められた。
3年前小学校から新しい学習指導要領が年次進行で実
施され，今年度から高等学校が実施された。そのよう
な状況下において，一足先に実施されている大学教育
においてはなおさらアクティブ・ラーニングが実現で
きていなければならないと考える。
　そこで，本研究では，「教職科目『特別活動論』に
おけるアクティブ・ラーニングの実践研究　―演習を
通して―」という研究主題を設定した。本研究が，大
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学におけるアクティブ・ラーニング実現の一助となれ
ば幸いである。

２　研究目的，研究仮説，研究方法
（１）研究目的
　教職課程の「特別活動論」の授業においてアクティ
ブ・ラーニングを実践することにより，アクティブ・
ラーニングの成果と課題を明確にする。そして，その
成果を大学授業の改善のみならず，中学校・高等学校
における授業での「主体的・対話的で深い学び」の更
なる充実に資することを研究目的とする。

（２）研究仮説
　本研究では，研究仮説を次のように設定し，授業実
践を通して検証を図った。

【研究仮説】

　学校において担任や校務分掌で経験する様々な事
例を基に授業内容及び授業方法を工夫すれば，「特
別活動論」においてアクティブ・ラーニングが実現
できるであろう。

（３）研究方法
　本研究では，大学における「特別活動論」の授業に
おいて授業内容及び授業方法を工夫して演習を行うこ
とで，「特別活動論」においてアクティブ・ラーニン
グを実践し，成果と課題を明らかにする。

３　研究内容
（１）アクティブ・ラーニングに関する基礎研究
ア　平成 24（2012）年中央教育審議会答申から
　（筆者の研究論文＊1 から引用）
　平成 24（2012）年８月中央教育審議会答申「４．
求められる学士課程教育の質的転換（学士課程教育の
質的転換）」において，「生涯にわたって学び続ける力，
主体的に考える力を持った人材は，学生からみて受動
的な教育の場では育成することができない。従来のよ
うな知識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と
学生が意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，
相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学
生が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的
学修（アクティブ・ラーニング）への転換が必要であ
る。すなわち個々の学生の認知的，倫理的，社会的能
力を引き出し，それを鍛えるディスカッションやディ
ベートといった双方向の講義，演習，実験，実習や実
技等を中心とした授業への転換によって，学生の主体
的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めることが
求められる。学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ，

生涯学び続ける力を修得できるのである。（下線筆者）」
と，これからの大学教育におけるアクティブ・ラーニ
ングの重要性が強調されている。

イ　文部科学省の先行研究から

　平成 26（2014）年 11月文部科学省「産業界ニーズ
に対応した教育改善・充実体制整備事業」アクティブ・
ラーニング失敗事例ハンドブック＊ 3には，アクティ
ブ・ラーニングにおける失敗結果とその原因が明記さ
れている。本研究では，その中で「グループワーク無
機能化」の部分に焦点を当て，対面授業とオンライン
授業におけるグループワークを中心に実践を行った。
特に，教員の失敗原因である「過剰介入」「介入不足」
や学生の原因である「発言しない」「提出物の不管理」
などに留意しながら実践を進めることにした。

（２）「特別活動」に関する再確認
　「特別活動」の目標や内容については，学習指導要
領の中で次のように規定されている。
【目標】

　①　人間関係形成

　②　社会参画

　③　自己実現

【内容】

　①　学級（ホームルーム）活動

　②　生徒会活動

　③　学校行事

　※　�部活動は特別活動ではないが，この授業で扱う
よう文部科学省から指示されている。

（３）「特別活動論」における授業実践
ア　受講生人数
　理工学部　　2年生　17名
　　　　　　　3年生　  5名
　　　　　　　4年生　  1名
　生命科学部　2年生　13名
　　　　　　　3年生　  3名
　情報科学部　3年生　  3名　　　　合計 42名

イ　授業内容の工夫
　授業内容では，学生が将来担任や校務分掌で遭遇す
ると思われるテーマを基に演習を行うべく，各回の授
業では次の通り教材（事例）の工夫を行った。
　①　生徒間の人間関係構築（学級活動）
　　〇他己紹介　〇いいところ探し
　②　席替えにおけるトラブル対応（学級活動）
　③　学級だよりを発行すべきか否か（学級活動）
　④　委員選出におけるトラブル対応（学級活動，生
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徒会活動）
　⑤　文化祭の出し物決めにおけるトラブル対応（学

級活動，学校行事，生徒会活動）
　⑥　生徒総会の在り方（生徒会活動）
　⑦　文化祭実施上の課題と解決策（学校行事，生徒

会活動）
　⑧　生徒会役員選挙に関わる課題と解決策（生徒会

活動）
　⑨　「生徒会サミット（学校間生徒会交流）」（生徒

会活動）
　⑩　修学旅行の班分けにおけるトラブル対応（学校

行事，学級活動）
　⑪　職場体験実施上の課題と解決策（学校行事）
　⑫　卒業式に関わる課題と解決策（学校行事）
　⑬　現職教員から学ぶ［外部講師招へい］
　⑭　部活動指導における課題と解決策［体罰］
　特に⑬では，現職の中高一貫教育校教員を講師に招
き，中学校や高校で行われている特別活動の実態や指
導上の留意点等について理解を深める取り組みを行っ
た。具体的には，「学校への携帯電話持込を認めるた
めのルール」について中学生自身に話し合いをさせる
という演習であった。
　授業内容は，上記のとおり「学級活動」「学校行事」
「生徒会活動」「部活動」に関する事例を取り扱った。
　「学級活動」と「学校行事」では，年度初めに行う
生徒間の人間関係構築，席替え，各種委員選出，文化
祭の出し物決め，修学旅行の班決めについて，担任と
して遭遇するテーマを扱った。「生徒会活動」と「学
校行事」では，生徒総会の在り方，文化祭実施上の課
題と解決策，生徒会役員選挙，生徒会サミットを題材
に生徒指導部教員としての関わり方について演習を通
して理解を深めた。「部活動」では，教員による体罰
に関する事例を基に体罰禁止について再確認した。こ
れらのテーマは，ほぼ全ての中学校・高等学校教員が
遭遇するものである。

ウ　授業方法の工夫

　授業方法としては，次の工夫を行った。
　①　グループ協議
　②　他己紹介・いいところ探し（体験）
　③　担任の模擬授業（席替え，委員選出，文化祭の

出し物決め，修学旅行の班分け）
　④　ディベート（学級だより発行，生徒総会の在り

方）
　⑤　ジグソー法（文化祭の実施，職場体験の実施）
　⑥　ロール・プレイング（生徒会サミット，部活動

指導）
　 ⑦　オンライン授業（zoomの活用）

　毎回，個人研究やグループ協議について課題に記入
して提出させ，コメントを書いて次回に返却する形式
をとった。また，必要に応じて解説プリントを配布し，
コメントの全体共有を図った。［文末の図１～図５参
照］
　対話的な学習の基盤として，「グループ協議」は全
ての回において実施した。その際の留意点としては，
「先に個人研究の時間を確保する」「アイス・ブレイキ
ングとして，グループ協議の最初に一人 15秒の自己
紹介を行う」「必ず班で話したことを代表者が発表す
る機会を設ける」ことを意識した。
　「他己紹介・いいところ探し」は，担任として生徒
間の人間関係構築のための手法の一つとして学生に体
験させた。「担任の模擬授業」は教科ではないのでほ
とんど実施されていないが，教員になってから必ず遭
遇する場面なので，敢えて模擬授業の形態をとった。
「ディベート」と「ジグソー法」は，物事を多面的
に考えることの重要性を再認識させるために行った。
「ロール・プレイング」は，実際に教員や生徒になっ
たつもりで思ったことを述べ合い，それに対する対応
力の育成を意識した。「オンライン授業」は新型コロ
ナ対策として 3年前から必要に迫られて実施してきた
が，そのよさを生かし，「ディベート」と「ジグソー法」
の授業で用いた。その理由は，授業で 42名が数回席
替えを行うには手間と時間がかかるからである。特に，
模擬授業においては，受講生の許諾を得て zoomで動
画を録画し，授業後に動画を送付して授業の振り返り
に生かすようにした。オンライン授業では，学生が提
出課題をWordで立ち上げ，授業中に記入する。そし
て，授業後に学習支援システムに提出する。授業者は
Wordのコメント機能を用いて提出された課題にコメ
ントを書き，学習支援システムで返却する。つまり，
完全なペーパーレスとなる。また，新型コロナ等を理
由にオンラインでの授業参加が認められることがあっ
た。その場合は，当該学生のみ zoom参加というハイ
フレックス授業となる。その学生を教室前方のスピー
カーに近い座席である 1班に属させ，音量を下げたマ
イクと画像を使って zoom参加者を交えた話し合いを
行った。
　以下，これらの実践を通して研究仮説の検証を行っ
た。

４　研究仮説の検証
　ア　授業内容・方法
①　学級活動・学校行事（模擬授業）
　これらの内容については，担任による模擬授業の形
で実施した。授業者は希望者を 3人募ったが，毎回 4

人以上の希望者があり，じゃんけんで授業者を決めて
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いた。他の学生は生徒役として予想される発言やトラ
ブルなどを次々と起こしたが，どの担任役もそれに対
して上手に対応していた。担任役が困ったときは同じ
班から助けを出す予定であったが，結果として手助け
なしで済んでいた。模擬授業後は，全体で研究協議を
行ったが，活発な意見交換が行われ，予定時間を過ぎ
ることがしばしばあった。授業後は，受講者の許諾を
得て模擬授業の様子を録画して配布し，振り返りに資
するようにしたが，受講者の感想によれば極めて好評
であった。

②　生徒会活動・学校行事（ディベート・ジグソー法）
　ここでは，校務分掌の生徒指導部生徒会担当教員に
なったという想定で，「生徒総会の在り方」「文化祭実
施上の課題」「生徒会役員選挙」について，zoomを用
いたディベートやジグソー法により理解を深めた。42

名の受講者が授業の途中で何度も席替えを行う手間と
時間を省くために zoomを用いたが，ディベートの際，
ブレイクアウトルームによって作戦会議で他班の声が
聞こえないという想定外のよさもあった。これらの授
業においては，各班でタイムキーパーを決めて進行管
理を行ったが，事後のグループでの振り返りが白熱し，
100分間の授業時間を超えてしまうことが多かった。

③　部活動（ロール・プレイング）
　本来部活動は特別活動ではないが，大学（文科省）
の依頼により，この授業で扱うことになっている。部
活動指導ではいろいろな場面が考えられるが，最も今
日的な話題である体罰について取り上げ，ロール・プ
レイングにより体罰禁止の意味理解を図った。体罰発
生事例を読み，登場人物になり切ってロール・プレイ
ングを行った。当該授業の直前に起きた体罰のニュー
スを見てその状況を事例に盛り込んだ。それは，「体
罰動画が SNSにアップされた」「当該教員はもちろん，
体罰を受けた生徒や保護者たちは体罰だと思っていな
い。むしろ全国大会進出がふいになることを恐れてい
る」「他部の生徒は体罰だと認識している」「SNSを
見たマスコミが校長を訪ねて来た」という部分である。
そして，4回のロール・プレイングは，全て校長と相
手との対話とした。その理由は，教員なら必ず遭遇す
る「苦情対応」についても体験させたかったからであ
る。その結果，どの班も活気あるロール・プレイング
となり，各回とも時間ぎりぎりまでロール・プレイン
グが続いていた。

イ　提出課題の感想欄から見た検証（原文のまま）
①　他己紹介・いいところ探し
　・感想を共有する時間がよかった。グループ全体で

フィードバックができるので，自分との比較が
できた。

　・アイス・ブレイキングが楽しかった。
　・「いいところ探し」は，初対面の人と仲良くなる

のによいグループワークだと思った。
　・自分が先生になったら，このような企画をたくさ

ん行いたい。
　・顔見知りでない人がほとんどだったが，他己紹介

を通じてスムーズに協議ができた。
　・同じ班の人の意見を聞いて考えが広がった。
　・実際に現場で行われている取組を自分たちで行う

ことで，生徒の立場に立って考えることができ
たのでよかった。

　・最初の授業でどんなことをするのかと思っていた
のですが，楽しくてあっという間に終わったの
で，来週以降が楽しみです。

②　模擬授業
　・教室のみんなで小さな感動を共有できたのがよ

かった。
　・教員は，表情や言葉選びに気を付けないといけな

いと思った。
　・改めて高校時代の担任のすごさが分かった。
　・模擬授業を見て，生徒への対応の難しさを感じた。
　・模擬授業を見て，全ての生徒を納得させるのは難

しいと分かった。
　・生徒とのやり取りが信頼関係を築く上で重要だと

分かった。
　・生徒の立場になって考えるということが如何に難

しいかが分かった。
　・どこまで生徒の意見を取り入れるかが難しい。
　・その場で話し合わせるのではなく，前の週から考

えさせておくのがよい。
　・模擬授業をやってくれるおかげで気付けることが

たくさんあった。
　・文化祭の出し物として認められない案を生徒が考

えた場合，きちんと理由を説明しないといけな
いと思った。

　・教師自身の体験談を話すことで 1年生の文化祭に
対するイメージが湧く。

　・模擬授業でグループ協議をするとは思っていな
かった。

　・自分が思い付かないようなトラブルがたくさんあ
り，学ぶことが多かった。

③　ディベート
　・自分の考えと反対の立場でも意見を述べるのが大

変だった。
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　・Zoomでの話し合いはあまり盛り上がらず，つま
らないものだと思っていた。しかし，今回のディ
ベートでは，みんなが自主的にメモを取っていた
り，話し合いが円滑に進むよう仕切る人が現れ
たりして，とても内容の濃いものになった。私
自身も，しっかりと話し合いに参加することが
出来たし，自分の意見も言うことが出来た。 

　・「学級だよりの発行」について，「生徒のため」「保
護者のニーズ」「担任の負担」「配布・配信方法」など，
様々な観点から考えることができた。

　・自分の意見と反対の意見を考え，述べることはと
ても難しいと思います。しかしながら，教師に
とっていろいろな角度から物事を考えるという
ことは非常に良い経験だなと感じています。こ
れからの教師人生でもディベートの機会は大切
にしていきたいと思います。 

　・ディベートの中でみんなの意見をきれいにまとめ
てくれる方がいたので，そのようなスキルがあ
るのは素晴らしいことだなと感じた

　・毎週手書きの学級だよりを出していた自分の担任
(恩師 )のありがたさが分かった。

　・ディベートでは感情的になったら負けだと思った。
生徒との関わりも感情的になったらいけないと
学んだ。

　・どちらの意見ももっともで，審判として判定する
のが大変だった。

　・自分の体験談を根拠にした意見には説得力がある
と思った。

　・発表が不安だったが，相手チームが相槌を打ちな
がら聞いてくれたので安心して発表できた。

　・いろいろな視点からの意見が飛び交い，飽きな
かった。

　・教員の働き方改革を理由に学級だより発行反対と
言われた時は反論に困った。

　・「配布しても生徒が保護者に見せない」という意
見に対し，「ネットで配信する」という意見は目
からうろこだった。

　・オンラインでディベートを行う場合は，「理由は
３つあります」などと初めに言うと分かりやす
い。

　・皆さんの根拠を聞き，生徒総会自体と生徒主体の
重要性に気付かされました。

　・自分は教員主導の生徒総会しか経験していなかっ
たが，生徒主体で行う生徒総会もありだと思っ
た。

　・2回目のディベートだったので，意見を闘わせる
だけでなく建設的な方向に議論が進んでいたの
がよかった。

　・生徒主体の生徒総会が理想だが，生徒指導で手の
かかる生徒が多い学校ではそう簡単に生徒主体
と言えないと分かった。

　・生徒主体で行われている学校行事は，生徒を学校
が信頼し，かつ，そうすることで生徒が成長す
るという信念を長い間引き継がれてきたものな
のだと分かった。

　・ディベートを行うことで，個人研究よりも深く考
えることができた。

　・初めてディベートの発表者になったので，慣れな
いところも多く，上手に話すことはできませんで
したが，班の人たちに助けてもらったり，反駁の
人たちの意見をよく聞いてそれに反論できるよ
うに考えをまとめたりして，なんとかやりきる
ことができたし，終わった後に班のみんなに「よ
かったよ」とほめてもらえたので，自分の中で
ひとつ成長できた授業でした。 

　・今日は初めての zoomでのディベートで，最初は
絶対対面授業でやった方がいいと思っていたが，
いざやってみると zoomのほうが画面共有できた
り，一度に全員の顔が見られたりするなどの素
晴らしさに気づかされた。なので，授業で積極
的に zoomを取り入れるのはありではないかと考
えた。 

④　ジグソー法
　・今まで生徒の立場でしか文化祭を考えたことがな

かったので，新しい視点や知識が増えた。 

　・問題など特にないだろうと思っていたが，考え始
めるとどんどん出てきたし，班のメンバーの意
見を聞いたら気づいたことが多くあった。

　・５つの視点に分けて考えることで，深いところま
で話し合うことができたのではないかと思いま
す。 

　・ジグソー法を用いて，文化祭の実施に伴う課題に
ついて，様々なことを知ることができました。あ
りがとうございました。 

　・自分の決められた項目だけ見るのではなく，複数
項目を基に問題点を挙げることも必要であると
学びました。 

　・今日の授業は久しぶりのジグソー法の授業だった
ので意外と面白かった。

　・今回の講義で，「生徒として文化祭に参加したこ
とがある人」の視点からでは見えない，教員や
地域間で発生しうるトラブルについても学ぶこ
とが出来た。 

　・今回は，ジグソー法を用いて行なったが，とても
効率的に議論できたと思う。 それぞれの分野で
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相談し，班で持ち寄ることで課題を厳選したり
することが容易に感じた。自分が教師になった
際もこの方法は使えると思った。ぜひ利用した
いです。 

　・考える視点次第で，異なる課題が見つかることが
わかった。このことから，様々な問題点が潜ん
でいることと，それをあぶりだして対策するこ
との重要さを感じた。 

⑤　ロール・プレイング
　・今日の授業では，生徒会サミットを経験すること

ができ，様々な学びがありました。私は今回生徒
会サミットを見ている立場だったのですが，見
ているだけでも色々な発見がありました。

　・生徒会長同士が会議をするという斬新な企画であ
り，戸惑うことがあったが，進行が上手くでき
ていて，おもしろいものになっていたと感じま
した。 

　・「生徒会サミット」というものを特別活動論の授
業で初めて知ったのですが，様々な特徴のある
学校の生徒会役員同士が話し合うことで，いろ
いろな発想が出てくるので面白いと思いました。 

　・生徒会サミットを実際に行ったことがないので，
こういう活動を生徒会が行っているということ
が知れてよかったなと思った。 

　・今日はロール・プレイングで生徒会サミットを行っ
た．どの高校もそれぞれ特色があってその特色
をつくるものとして校則が果たす役割が大きい
ことを感じた．

　・サミットを行うことで，ほかの高校のいいところ
を盗めるということ，自分の高校についての理解
を多角的な視点から得られるということ，高校と
しての普遍的な課題に気付くきっかけとなるこ
と，というようなメリットがある事に気付いた． 

　・このようなサミットの場は，悪いところを指摘す
るのでなく，よいところを取り入れあっていく
ことが大切だと思った。 

　・授業を行う前は，生徒会同士のサミットになんか
意味があるのだろうかと感じた。実際に行って
みると，新たに発見することが多くて面白いと
感じた。

　・今回初めてのロール・プレイングでしたが，さま
ざまな角度から意見が出て面白かったです。

　・この機会は実際に設けるととても良いと感じた。
自分の高校の周囲には，公立と私立高校など多
角的な意見が出ることが予想できるので，取り
組んでみたかったなと感じた。 

　・ロール・プレイングでもこんなに意見が出てきた

ので，実際に，生徒はもっと意見を持っている
だろうという予測をして学校側は校則に責任を
持つべきだと現実の問題に繋げられていたので
良かった。 

　・こういった学校の会長副会長になるロール・プレ
イングはやったことはなかったが，様々な意見を
交わして，肯定的立場や否定的立場の視点をもっ
て対話的に実施することができて思っていたよ
りもやりやすかった。 

　・サミットの様子としては， どの学校の会長，副会
長も 全員が喋ろうという雰囲気であったため， 
とても活発な話し合いだと感じました。

　・ロール・プレイングを通して，苦情対応は感情的
にならない方がよいと分かった。

　・マスコミの対応は一生したくないと思った。
　・校長という仕事は，客観視しながらバランスを見

ていかなければならない。
　・初めて校長役をやったが，とても緊張した。対応

する相手によって話す内容や話し方を変えなけ
ればならないのは大変だと思った。

　・実際にロール・プレイングをしてみて，校長先生
の気持ちになることができた。

　・ロール・プレイングを通して，体罰とどう向き合
うか考えることができた。

　・体罰を報告しないと大変なことになると分かった。
　・SNSの影響はすさまじいと感じた。
　・「被害者も加害者も体罰だと認識していない」と

いう点が難しいと思った。
　・同じことでも立場によってとらえ方が全く違うと

思った。だから，校長は大変だ。
　・体罰はいじめと違い，生徒がどう感じるかではな

く，暴力行為があったかどうか重要であること
がロール・プレイングを通して分かった。

ウ　学生による授業改善アンケートから見た検証
①　５段階評価による評価 5と評価 4の比率
　（受講者 42名中回答 30名）

　〇「この授業では，積極的な工夫がされていました
か」

　　大変工夫していた：56.7％
　　工夫していた　　：33.3％ 合計 90.0％
　〇「この授業内容を理解できましたか」
　　大変理解できた：76.7％
　　理解できた　　：3.3％ 合計 80.0％
　〇「この授業を履修してよかったと思いますか」
　　大変よかった：66.7％
　　よかった　　：20.0％ 合計 86.7％
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②　自由記述より（原文のまま）
　・授業形態がしっかりと成り立っていて良かったと

思いました。基本的にホームルームの課題や事
例について考えられ，今まで生徒目線でしか見
てこなかったことを教員目線から見て話し合い
ができたため，面白かったと同時に懐かしさも
ありました。そして，教員になる上で重要となっ
てくる事例を楽しく学べて良かったです。

　・模擬授業などを通して特別活動論とは何か，工夫
する点などを学ぶことができた。

　・とてもわかりやすく，受けやすい授業でした。
　・多くの人と意見交換をし，自分の視野を広げるこ

とができたとともに，人前で発表することに少
しずつ慣れることができたのでよかったです。

　・全体的にとても面白かった。生徒として参加して
いた学校行事を教員目線で振り返る貴重な体験
が出来る授業であった。教員目線で分かる意外
な新たな事実を見ることも出来た。

　・一見問題点などなさそうに見える教員の仕事だが，
様々なトラブルが起こり得ることがわかった。そ
れを話し合ったり模擬授業を行ったりするとい
う活動を通じて知ることができた。

　・ロール・プレイングや模擬授業等で行うグループ
ディスカッションを主体とした形式が楽しかっ
た。

　・HRの模擬授業はなかなかできない経験で，とて
も役に立った。実際に学校で起きそうな問題に
ついて具体的な話し合いができたり，他の人の
模擬授業を見て学んだりと，とても濃い授業だっ
た。

　・授業がとても工夫されていました。毎回，これま
で考えたことのないテーマを扱っていただき，そ
して学生主体で授業が進み，とても楽しかった
です。ありがとうございました。

　・模擬授業や zoomの特性を活かしたディベート，
ジグソー法による授業など毎回面白かった。グ
ループワークも多かったので，自分の意見を考
え，伝える練習にもなった。

　・教師になる上で授業以外の場で経験するであろう
問題について事前に考える機会になってよかっ
た。自分では想定しきれない問題にグループワー
クを通じて気づくことができた。

　・いろいろな特別活動の懸念点について考えられた
　・特別活動（文化祭や卒業式等）の授業を教職でこ

こまで扱うとは思っていなかったので，とても
ためになった。　改善点は特にないです。あり
がとうございました。

　・話し合いや時間を決めて話すことができた点がよ

かった。
　・模擬授業はとても面白く，貴重な経験となったの

でよかったです。
　・生徒会活動，修学旅行，文化祭などの様々なテー

マについて，教師として注意しなければいけな
いことを学べて良かった。

　・ディベートやジグソー法など，内容により対面と
オンライン (Zoom)形式を使い分けたことで，他
の受講生とより効果的に意見を交わすことがで
きたと思います。

　・演習がメインであったため，より実践的に学びを
深めることができ，大変勉強になりました。模
擬授業などは，とても貴重な経験となりました！
半年間，ありがとうございました！

　・自分が学生時代に疑問に感じていたこと（生徒会
の意義，文化祭等行事と生徒の関わりなど）に関
してじっくり考えることができた。答えのような
ものは存在しないものの，他者の意見を通して，
自分なりの答えをつくることができた。

エ　研究仮説の検証
　上記の結果から，授業実践を通して次の通り研究仮
説が検証された。
　学校において担任や校務分掌で経験する様々な事
例を基に授業内容及び授業方法を工夫すれば，特別
活動論においてアクティブ・ラーニングが実現でき
る。

５　研究のまとめ
（１）研究成果
　上記のとおり，授業中の学生の様子や課題に書かれ
た授業感想，授業改善アンケート等から，「学校にお
いて担任や校務分掌で経験する様々な事例を基に授業
内容及び授業方法を工夫すれば，特別活動論において
アクティブ・ラーニングが実現できる。」という研究
仮説が検証できたことが研究の成果である。つまり，
次の工夫を行えば，「特別活動論」の授業においてア
クティブ・ラーニングを実現できることが明らかに
なった。

ア　授業内容の工夫
　　〇　担任や生徒指導部の教員が遭遇するテーマ
　　〇　学級活動・学校行事・生徒会活動・部活動の

分類を明確にした事例
　　〇　正解が一つでないテーマ

イ　授業方法の工夫
　　〇　個人研究の時間確保
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　　〇　グループ協議及び開始時の自己紹介
　　〇　ジグソー法
　　〇　ロール・プレイング
　　〇　ディベート
　　〇　代表者による発表及び発表時間の厳守
　　〇　授業内容に応じたオンライン授業の活用
　　〇　対面授業における zoom参加者への対応
　　〇　毎時間の課題にコメントを書いて次回に返却

（２）今後の課題
ア　授業改善アンケート（自由記述）より抜粋
　・タイムキーピングが甘く，時間内に終わらない授

業が多くあったため，改善すべきだと思います。
また，学生の発表や意見交換の時に，先生の意
見で遮らないで頂きたいです。

　・グループワーク，模擬授業ともに間伸びしてしまっ
ているように感じることがあったので，もう少し
メリハリがあると良いかと思った。何度か授業が
時間を超えて終わらなかったことがあったので，
5限のさらに遅い時間まで授業が伸びるのは少し
辛かった。

　・発表するのに内容の軸を決めたり構成をしたりす
る時間がなくて大変だった。

　・活動ごとの時間配分については，場合によって多
かったり少なかったりした場合があったので，そ
の時々で調整していただけるとより良い授業に
なると思います。

　・ジグソー法も工夫したら教室でできたのではない
かと思った。教室で行った方が話し合いが良く
できた。ディベートはもう少し準備時間がない
としっかりできないと感じた。

　・Zoomで行った内容の授業も対面で良いと思う。

イ　今後の課題
　授業改善アンケート，授業中の様子，提出課題の感
想欄により，次のことが今後の課題として残った。
　①　演習内容の効率化（100分に収まるように）
　②　全ての授業の対面授業実施
　③　振り返りのためのグループ協議時間確保
　④　授業の最後に行う指導講評の内容精選
　⑤　授業の最後に書かせる感想の時間確保

６　引用文献・参考文献等
（１）引用文献
＊１　洗足学園音楽大学教職課程年報，(4),27-42 

(2020-03-01) , 2433-9245「大学におけるアクティ
ブ・ラーニングの実践研究　―授業実践を通し
た成果と課題―」（田神　仁）

＊２　中央教育審議会答申「新たな未来を築くための
大学教育の質的転換に向けて　～生涯学び続け，
主体的に考える力を育成する大学へ～」（平成 24

年 8月 28日）
＊３　文部科学省「産業界ニーズに対応した教育改善・

充実体制整備事業」アクティブ・ラーニング失
敗事例ハンドブック（平成 26年 11月）

（２）使用ソフト
ア　ビデオ会議システム
　　〇　zoom　 Ver.5.11.3　（zoom社）
イ　ワードプロセッサ
　　〇　Microsoft Word　（Microsoft社）
ウ　ブラウザ
　　〇　Microsoft Edge　（Microsoft社）
エ　学習支援システム
　　〇　Hoppii　（法政大学）
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図１（グループ協議） 
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図２（模擬授業） 
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図３（ディベート） 
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  図４（ジグソー法） 
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図５（ロール・プレイング） 


